
 

 

 

 

サランラップもしくはビニール袋、スキナゲート 

 

 

 

①ルートは小さくまとめ、接続部までサランラップに入れます。 

 

②サランラップやビニール袋の周囲を防水性のあるスキナゲートでしっかりと留めます。 

（しわがよるとそこから水が入ってしまうので注意します。） 

 

③湯船につかる場合は、保護部をつけないようにします。 

また、保護していてもラップの上からシャワーをかけないように注意しましょう。 

 

④入浴後はサランラップの水分をタオルで拭き取り剥がします。 

 

⑤ラップで保護していた部分は、ラップ内の皮膚の清拭をきちんと行ないましょう。 

 

⑥サランラップ内に水が入ってしまったら、ドレッシング材の交換をします。 

また、ガーゼが濡れたら交換して下さい。 

接続部 

サランラップ＋ 

スキナゲート 

 

長野県立こども病院 在宅医療ケアマニュアル 

在宅中心静脈栄養法（HPN）   入浴方法 

必要物品 

入浴手順 

 


